
　各地で「ハロウィン」のイベントが行われた10月31日
（月）、わらびの森幼児学園の園児たちが市役所を訪れま
した。帽子をかぶり、マントをはおり、仲良く市役所内を

「トリック・オア・トリート！」と声を掛けながら練り歩き
ました。スパイダーマンに仮装した佐喜眞市長から、お菓
子やジュースをもらい、楽しい一日となりました。

「トリック・オア・トリート！」
ハロウィン！みんなで仮装したよ

₁₀
₃₁

　「第28回宜野湾市民福祉まつり」（主催：同実行委員会）
が宜野湾港マリーナにて開催されました。この祭りは、市
民が世代を超えて楽しみながら参加でき、出会い、触れ合
いながら福祉に対して理解を深められる場として開催さ
れています。子どもたちによる発表やおもちゃづくりな
どが行われ、会場は大いに賑わいました。

福祉に対して理解を深める
宜野湾市民福祉まつり

₁₁
₃

　第52回沖縄県身体障害者スポーツ大会で、福祉地区対
抗で3位入賞を果たした宜野湾市福祉地区の選手と役員

（宜身協奥間理事長）の皆さんが佐喜眞市長を訪問しまし
た。また、全国障害者スポーツ大会に出場し、自由形25m
で金メダルを獲得した結城和昭さん、陸上200mで銀メ
ダルを獲得した田場上さんが大会の報告をしました。

第52回沖縄県身体障害者スポーツ大会
宜野湾市福祉地区3位入賞

₁₀
₂₈

　10月に東京国際フォーラムで開催された音楽コンサー
ト「第13回ゴールドコンサート」に県代表として出場し
たコンスタントグロウが、代表曲「さくらはまだか」を披
露し、見事グランプリに輝きました。車いすシンガーの謝
花勇武さんは「大会では、緊張もしたが、音楽を楽しむこ
とができた」と語りました。

コンスタントグロウ　グランプリ受賞
第13回ゴールドコンサート

₁₀
₃₁

　第35回宜野湾市社会福祉大会（主催：市社会福祉協議会）
が中央公民館にて開催され、市内の社会福祉の発展に貢
献した方々への表彰が行われました。また、生活や福祉の
課題に取り組み、関係機関と連携し、きめ細やかな地域福
祉を推進し、誰もが安心・安全に暮らせる福祉のまちづく
りに取り組んでいきます。

宜野湾市社会福祉大会
福祉のまちづくりの実現に向けて

₁₀
₂₁

　ぎのわん歌謡友の会が、第16回チャリティー歌謡ショー
の収益金の一部（314,684円）を、市社会福祉協議会に寄
付しました。実行委員の皆さんは「大好きな歌や踊りをと
おして福祉活動に貢献できることは大変嬉しいことだ」
と話し、社会福祉協議会多和田眞光会長は「地域福祉活動
のために有効に活用させていただきたい」と語りました。

第16回チャリティー歌謡ショー
ぎのわん歌謡友の会寄付金贈呈

₁₀
₂₇
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宜野湾市のいろいろな話題を紹介します。

　ぎのわん教育の日関連事業として、普天間中学校で台
湾の人気歌手Ａｎｕ（アヌー）さんとカチンバ1551の日台
音楽コラボの出前公演会が行われました。アヌーさんは台
湾アミ族原住民であり、言語や文化を音楽をとおして伝え
ていきたいとあいさつし、演奏を披露しました。生徒の皆
さんも舞台に上がり一緒に歌い踊り大盛り上がりでした。

台湾の人気歌手Ａｎｕ（アヌー）
台湾の伝統音楽を普天間中学校で披露！

₁₁
₁₁

　ジェット戦闘機の飛来により116.1dBもの騒音が測
定されるなど、騒音が激化したことを受け、沖縄防衛局長、
外務省沖縄担当大使および第三海兵遠征軍司令官・沖縄
地域調整官へ抗議・要請を行いました。松川副市長は「危
険性除去および負担軽減を求めている中でのジェット戦
闘機の飛来については、断じて容認できるものではなく、
極めて遺憾である」とし、市民生活に十分配慮するよう強
く求めました。

ジェット戦闘機飛来による騒音
騒音に対する抗議・要請

₁₀
₁₉

　大同火災海上保険株式会社（上間優代表取締役社長）よ
り、市へ車いすの贈呈が行われました。社会貢献活動の一
環として、毎年継続して各自治体へ車いすの寄贈を行っ
ています。上間代表取締役社長は「高齢化社会になり、ニー
ズも高いので継続していきたい」と語りました。

社会貢献活動の一環として
大同火災より車いすの贈呈

₁₁
₈

　九州中学校サッカー選手権大会に県代表として派遣さ
れるＷウィング沖縄ＦＣの仲村千里さん（普天間中2年）、
伊波大道さん（宜野湾中2年）が佐喜眞市長を訪問しまし
た。仲村さんは「点を取ってチームに貢献したい」、伊波さ
んは「アシストで貢献して、勝ち進みたい」と意気込みを
語りました。

第21回ＭＩＹＡＺＡＫＩ　ＣＵＰ
九州中学校サッカー大会出場

₁₁
₈

　「第5回復活普天間沖縄角力大会」（主催：普天間沖縄角
力大会実行委員）がサンフティーマ（普天間りうぼう）前
広場にて開催されました。普天間地域の活性化に向けた
イベントとして5年連続の開催になりました。迫力ある
熱戦が繰り広げられ、会場は大いに盛り上がりました。

第5回復活普天間沖縄角力大会
伝統の角力大会白熱

₁₁
₆

　（公財）沖縄県国際交流・人材育成団体（山田保理事長）
と市は「災害時における施設利用および外国人避難支援
に関する協定」を締結しました。災害時において多言語支
援センターの代替施設として市役所を提供することや、
同団体の実施する外国人の避難支援を目的としています。

施設利用および外国人避難支援に関する協定
災害に備えて

₁₁
₇
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